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自助 

共助 公助 

『 笠岡地区まちづくり協議会 』 

 

今年のクリスマスは事務所

の前をｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝで飾りたいと

思います。ご家庭で使っていな

い飾りを提供してください。 

   福祉部会長 石井 

事 務 所：笠岡市笠岡２６２７番地   

電  話：６３－５９４９ 

Ｆａｘ：７５－０１０１ 

Ｅ-mail：z u k u r i 2 @ m x 1 . k c v . n e . j p  

開 館 日：月･水･金曜日の１４時～１７時まで 

 

       
 

総
会
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
ム
ヤ 

歩
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
を
披
露

し
て
頂
き
ま
し
た
。
ム
ヤ
さ
ん
は
笠
岡
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
白
石
島
を
拠
点
に
国
際
交
流
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
山
陽
新
聞
紙
面
で
着
任
の
紹
介
が
あ
り
、
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ

ー
の
経
歴
を
も
た
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
無
理
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
快
く
「
町
の
テ
ラ
ス
」
に
お
越
し
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

当
日
は
時
間
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中

か
ら
「
オ
ー
ル 

オ
ブ 

ミ
ー
」「
ス 

ワ
ン
ダ
フ
ル
」「
ド
ン
ト 

ノ
ー 

ワ

イ
」
の
３
曲
が
披
露
さ
れ
、
力
強
く
も
繊
細
な
歌
声
に
み
な
さ
ん
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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６月１１日に総会を開催、委員総数８５名のうち出席者７０名(うち委任状３５名)にて

総会は成立し、慎重審議の結果、次の６議案が承認されました。 

・議案第１号 平成２８年度活動報告書について 

・議案第２号 平成２８年度収支決算書並びに監査報告について  

・議案第３号 平成２９年度活動計画書(案)について 

・議案第４号 平成２９年度収支予算書(案)について 

・議案第５号 規約の一部改正(案)について 

・議案第６号 笠岡地区まちづくり計画(案)について 

報告事項 大人アンケート調査の結果について 

また、総会に引き続いて“ジャズを楽しむ会” 

を開き、心地よい歌声で会場が包まれました。 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笠岡市交付金分 

【収入の部】                                   (単位：円) 

区    分 予 算 額 決 算 額 摘    要 

笠岡市交付金 ２，２４２，０００ ２，１２３，６４５ 運営交付金 

繰  入  金 １００，０００ ７９，１００ 事業会計から繰入 

雑  収  入 １，０００ ２２ 預金利子 

合    計 ２，３４３，０００ ２，２０２，７６７  

【支出の部】                                  (単位：円) 

区    分 予 算 額 決 算 額 摘    要 

人  件   費 ８００，０００ ７９１，３９０ 会長・事務主任報酬 

管   理  費 ６４９，０００ ６５７，２７０ 事務所の運営経費 

活  動  費 ８９４，０００ ７５４，１０７ 部会等の活動経費 

合     計 ２，３４３，０００ ２，２０２，７６７  

  ※単年度会計のため繰越金はありません。 

 

事 務 局 開館日に会長と事務主任が常駐し、事務処理や来館者の応対等に携わりました。 

総 務 部 会 

定期的に会議を開いて各部会や役員会等の調整に努めました。また、２７年度からのワー

クショップを通じて小さな拠点づくりを具体化させた他、まちづくり計画に反映させるた

めの「大人アンケート調査」に取り組みました。 

く ら し 部 会 
２７年度で作成した消火栓位置図を基に地区別に再確認を行い、消火栓の目印となる店舗

の変更箇所を探し出して位置図の訂正を行いました。 

子 育 て 部 会 

２７年度に引き続き、自転車前カゴの「ひまわりプレート」を新１年生の保護者に配布し

て子ども見守り活動の協力を呼びかけました。また、「第３回子どもふれあい祭り」を開

催し、幼児・小学生を中心に多くの参加者が昔遊びを通じて親睦を深めました。 

福 祉 部 会 

事務所周辺の花壇など環境美化に取り組みました。また、社協笠岡支部と協力して多目的

スペース“町のテラス”で介護予防教室「いきいき１００歳体操」を定期的に開催してお

り参加者も徐々に増えました。 

文 化 部 会 

笠岡町の歴史を知る会は、「笠岡２０勝景画帖」の今昔写真展を開催した他、西本町の天

満宮の歴史を伝える「新天満宮記」の編集・発刊に取り組みました。また、子ども新聞部

は「飛島遺跡」や「笠岡市郷土館」などの取材を基に「かさおか自慢・子ども新聞」を４

部発行しました。 

広 報 部 会 まちづくり協議会の活動や防災の知識などを掲載した会報を毎月発行しました。 

地区運営委員会 

各地区の課題を話し合い、部会で決定した活動に取り組みました。特に、西地区運営委員

会では、井戸会館浴場閉鎖に伴う不便解消のため、地区委員が交代で老人福祉センター浴

場利用者のタクシー手配等支援に当たりました。 

「議案第１号」平成２８年度活動報告 

 

「議案第２号」平成２８年度収支決算報告 



事業会計分 

【収入の部】                                   (単位：円) 

区    分 予 算 額 決 算 額 摘    要 

繰 越 金 １１４，４００ １１４，４００  

売 上 金 ０ １３３，３００ 冊子売上(笠岡の歴史散見集他) 

合   計 １１４，４００ ２４７，７００  

【支出の部】 

区    分 予 算 額 決 算 額 摘    要 

繰 出 金 １００，０００ ７９，１００ 文化部会活動費に充当 

計 １００，０００ ７９，１００  

 収入済額２４７，７００円－支出済額７９，１００円＝差引残額１６８，６００円(次年度に繰り越し) 

 

 

 

区  分 活  動  内  容 

総 務 部 会 

ワークショップを開催してまちづくり協議会の課題解決に取り組む。 

大人アンケート調査の整理をして報告書にまとめる。 

大人アンケート調査の報告会を開催して分析の結果を共有する。 

く ら し 部 会 
防災学習会を開いて自助・共助の力を養い災害発生に備える。 

関係機関と連携して防災訓練の計画づくりに取り組む。 

子 育 て 部 会 
子どもふれあい祭りを開催し、昔遊びを通じて地域の絆を深める。 

自転車前カゴ「ひまわりプレート」の普及を図り、子ども見守り活動を推進する。 

福 祉 部 会 

事務所の多目的スペースを活用して講座等を開催する。 

事務所前の花壇等を整備して環境美化を図る。 

クリスマスの時季に玄関周辺をイルミネーションで飾り、明るいまちづくりに取り組む。 

文 化 部 会 
笠岡町の歴史を知る会の活動を通じて笠岡の魅力を見つけ出し、冊子にまとめる。 

子ども新聞部の活動を通じて町のよさを知り、郷土を愛する心を育てる。 

広 報 部 会 
広報紙を発行してまちづくり協議会の活動を紹介する。 

防災の知識などを伝えて災害に対する意識を高める。 

地区運営委員会 
協議会で決定した活動に取り組む。 

地域の問題点や課題解決に取り組む。 

  

 

笠岡市交付金分 

【収入の部】                                  (単位：円) 

区     分 予 算 額 摘    要 

笠 岡 市 交 付 金 ２，１１１，０００ 運営交付金 

繰 入 金 ０  

雑 収 入 ０  

合    計 ２，１１１，０００  

 

【支出の部】                                  (単位：円) 

区     分 予 算 額      摘    要 

人   件   費 ８００，０００ 会長・事務主任報酬 

管   理   費 ５５１，０００ 事務所の運営経費 

活  動  費 ７６０，０００ 部会等の活動経費 

合      計 ２，１１１，０００  

事業会計分 

【収入の部】                                   (単位：円) 

区     分 予 算 額 摘    要 

繰  越  金 １６８，６００ 前年度繰越金 

合     計 １６８，６００  

【支出の部】 

区     分 予 算 額 摘    要 

繰  出  金 ０  

計 ０  

「議案第３号」平成２９年度活動計画 

「議案第４号」平成２９年度収支予算 



  

改正後 改正前 

（任 期） 

第１１条 役員の任期は２年とし、再任を妨げま 

せん。ただし、会長職については最長３期まで 

とします。 

２ 役員は、後任の役員が選任されていない場合 

は、任期末日後の最初の総会が終結するまで、 

その職務を行わなければなりません。 

３ 役員が職務途中で交代したときの後任の役員 

の任期は、前任者の残任期間とします。 

  附 則 

この規約は、平成２９年６月１１日から施行 

します。 

（任 期）  

第１１条 役員の任期は、２年とします。ただし 

再任を妨げません。 

 

２ 役員は、後任の役員が選任されていない場合 

は、後任者が就任するまで、その職務を行わな 

ければなりません。 

３ 役員が職務途中で交代したときの後任の役員 

の任期は、前任者の残任期間とします。 

 

 

 今回の改正は、会長職の任期について期限を定めたものです。これは、長く務めると負担の増加や考え

方の固定化が懸念されるため、定期的に交代して常に新しい考え方の下で、組織の運営に務めていく必要

があることから、改正を行ったものです。 

なお、他の協議会では、市内２４地区のうち、島地部を除く２０地区で会長職の任期を定めています。 

 

  

 この「まちづくり計画」は笠岡地区の１０年後の目標になるもので、基本的には今行われている地域の

活動を見える形にしたものです。その中には、２８年度に実施した事業やアンケート分析によって得られ

た課題を新規検討事業として加え、全体の事業計画が出来上がっています。紙面の都合で詳しくお伝え出

来ませんが、一人ひとりが「ふるさと」に誇りと愛着を持ち、既存の活動を一層活発に育てながら、誰も

が主役として“協働”を実感できる地域の実現を目指して行くために策定した計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○７月 1日(土)９:３０～ 

第３回子ども新聞部の活動日です。 

○７月１２日(水)１８：３０～ 

 ２９年第６回総務部会を開催予定です。 

○７月１９日(水)１８：３０～ 

 ２９年第３回子育て部会を開催予定 

★笠岡小学校・笠岡西中学校 

○７月１９日(水)笠小・笠岡西中終業式 

○８月３０日(水)笠岡西中 ２学期始業式 

○９月 １日(金)笠岡小     〃 

 編集後記  

 「町のテラス」で総会を始め

出して２年目、活用方法を模索

する中で今年は“ジャズを楽し

む会”が出来ました。 

「みんなが集う館」になればい

いなあ～とは七夕の願いです。 

         Ｉ・Ｍ 

 

☆ 

防
災
の
知
識  

そ
の
③ 

 
 
 
 

『
わ
が
こ
と
意
識
』
を
持
っ
て 

５
月
２３
日
付
け
山
陽
新
聞
朝
刊
に
、
山
陽
時

事
懇
で
兵
庫
県
立
大
准
教
授
・
木
村
玲
欧
氏
が

「
防
災
の
在
り
方
～
地
域
共
生
・
創
生
も
視
野

に
」
と
題
し
て
講
演
を
さ
れ
た
こ
と
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
お
話
し
の
中
か
ら
、
防
災
の
在
り

方
を
い
く
つ
か
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

一
、
２１
世
紀
前
半
の
日
本
は
地
震
活
動
期
を
迎 

え
、
温
暖
化
に
伴
う
集
中
豪
雨
も
頻
発
し
て 

い
る
。
災
害
は
め
っ
た
に
起
き
な
い
も
の
で 

は
な
く
、
頻
繁
に
発
生
す
る
も
の
と
認
識
し
、

災
害
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
捉
え
る
「
わ
が

こ
と
意
識
」
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。 

二
、
岡
山
県
は
災
害
が
少
な
い
と
い
う
声
を
聞
く 

が
、
地
震
や
気
象
の
専
門
家
に
よ
る
と
、
岡 

山
で
近
年
、
大
き
な
災
害
が
起
き
て
い
な
い 

理
由
は
「
た
ま
た
ま
」
で
し
か
な
い
。 

三
、
今
後
３０
年
以
内
の
発
生
確
率
が
６０
～
７０
％ 

と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
防
災
の
大
前 

提
は
自
助
。
１
週
間
程
度
は
自
助
努
力
で
乗 

り
切
る
、
事
前
の
準
備
が
欠
か
せ
な
い
。 

そ
し
て
、
個
人
で
も
事
前
の
ル
ー
ル
を
設
け
て 

お
く
。
災
害
は
「
そ
の
場
し
の
ぎ
」
で
は
対
応
で 

き
な
い
。 

過
去
の
災
害
か
ら
知
識
や
教
訓
を
学 

び
、
地
域
の
問
題
点
を
共
有
し
、
訓
練
な
ど
を
通 

じ
て
対
応
力
と
応
用
力
を
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。 

 
 

☆
会
報
６
月
号
「
地
震
へ
の
備
え
」
を
今
一
度 

確
認
し
、
自
助
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

行 事 予 定 

「議案第５号」規約の一部改正 

「議案第６号」笠岡地区まちづくり計画 
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